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「まちづくりと宿づくり」　　　　
　　　　～住みたい街は、訪れたい街～

＜旅館経営の要点＞
「投資なくして繁栄なし」
金融機関の仕組みを知り、金利や借金など注意して自分の宿を営みやすくする。
人、物、金、情報そして自分の店の売りをみすえて投資する。
旅館とは装置産業、不動産業、情報産業であり、宿泊産業が地域経済を支える。

＜まちづくり＞
「温泉街はひとつの宿」～浴衣の似合うまち～
駅は玄関、道路は廊下であり、そこにお土産処やお食事処がある。外湯は大浴場。
景観やその町のルールをつくり、そのルールに沿いながらこれからの旅館を背負う若旦那でアイデアを出し合う活動が大事である。　
城崎温泉の成功事例：みんなの傘、オンセンジャー、城崎小判
また前述の若旦那同士の仲がいいということが、そのまちの強みに大いになり得る。

目の前にあるものが観光資源と考え、町の人たち（大学生やボランティア）も巻き込みながら一緒になって町づくりをしていけば、町全体が宣伝になり非常に効果的なアピールになる。その結果「人が巡り、お湯が巡り、お金が巡る」
「町づくり」の極意は「売らない・貸さない・壊さない」である。　　
成功例：妻籠（長野県）
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＜観光とは地域の総合力＞
若旦那を中心に町衆の心意気をみせ、その町の「いきざま」（歴史・伝統・文化）を
旅行マーケットに見せていく。
【城崎の昔話】コウノトリ伝説にちなんだマーケット戦略

（笑話）子供にコウノトリの保存に必要な物はと聞いてみたところ、「お金」と答えた子がいた。もっとも子供らしくない答えだが、実はまったくその通りで、実際１羽に１億円以上かかっているらしい。

【大震災からの復活】　
　　　　　　　　　ご飯、みそ汁、お茶三点セット8,000食～12,000食
　　　　　　　　　人の欲は日に日にかわる。
　　　　　　　　　阪神淡路大震災での一番うれしかったことは、何よりもお客さまが来て下さったこと。　

【大学生とのまちづくり】
　　　　　　　　　大学生を旅館に受け入れ授業の一環とし、単位を認定する。　　

　地域の総合力を高めていくには美しい風景や文化・歴史のストック、名物料理の確立
　そして街のすべての人たちでのおもてなしができるようになれば、町もにぎわい
町の総合力が高くなりタウンブランドとして成立する。
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